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本書泣“不整脈の診断と治療開の副題が示すように心第収縮と活動電{立に関す
る基礎的解析に始予， 不整課の発生を電気生理学的に理論づけ， ベーシングに及
ぶ治療を体系づけて解説している。覇者は 1976年に「心ベーシング一診断と治療
法-J と題する国際シンポジウムで発表された主要論文に基いた成書を出版して
いる。この本は SAnodeの研究的発表， A-V{:云導異常，上室性，心室性頻探の
電気生理的研究の最近の高水準の専円的なものであるが，本書は専門的な難解を
さげ不整脈についての診断と治薬について一般医記解り易く役立つように広範囲
に及んで要領よくまとめである。本書は先の専門的書に基いて書かれているため
か， 蕗来的研究，薬物治療も一貫して電気生理学的に新しい解析に説明されてい
ることに特徴を見ることが出来る。心臓の生理学は大きく分けると， 血行力学的
解析と缶導， 心筋線維の充奮のメカニズム， 異常を課求する心の電気生理学の二
分野に分けうるが， 後者の分野辻臨床家にとって難解な分野でもあり， 多くの成
書は心電図診隣と薬物治療にとどまるものが廷とんどである。本書は不整脈の電
気生理的メカニズム，病態生理， 薬物の影響など， 新しい知見の紹介を加えて解
説し， 臨床的に理解しやすい成書であり， この苗の教科書としても震れている。
本の講成は，概論・総論・各論に分かれ， 前二論は， B.Luderitzが担当し，
各論においては， D. W. Fleishmann，C. Naumann d' Alnoncourt，M. Schle-
pper，L.Seipel，G. Steinbeckといった専門家が譲力している。概論は霊気生
理学の基礎と薬理学的解析の二章よ予なる。後章は謹々の薬物ホノレモンの心に対
する作用を心鰐収縮の電気生理学的解析から説明していて， 興味深い章である。
総論は，心不整賦の診断，治療の概説である。各論に移ると，電気東日数の基礎で，
心活動電位・震導経路・電気治療の基礎的知識を与えていて， これに続き診断的
霊気料識と題され， S-A node検査.A-V node検査.His束刺激等の検査法 
ι各ブロック， WP¥i¥Tなど輿奮伝導促進の解説を行なっている。すなわち，電
気生理学的病態生理に基づく不整脈診断を扱っている。次いで， 治療的電気刺激
と題して， 徐腺性不整訴に対するベーシング・頻脈註不整脈?こ対する電気ショッ
ク・ベーシングの適応と方諒と合併症を記して治療直について述べられている。
以上あらためてながめると， 近年のこの分野での進歩を改めて感じさせるもの
がある。きi荊文献が新しく，727に及んでいるからであろうか，かなり専門的に述べ
られている部分もある。著者がこの分野での先駆的役割を今も担っているからで
あろうか， 末結論の部分をも積極的に扱っている。電気生理学的治療の今後の臨
床での発展を充分に予演させる。
臨床家にとっては， 籍環分野を専門としなければなかなか取予付きにくい分野
ではあるが， 心電圏診断には限界があることは明らかであり， 本書を一読されて
また不整脈の診新， 治療に取予組むなら，電気生理学的病態生理に基づく適切な
治疲を患い出せるであろう。
循環分野を学ぶ者にとって，一読に値する成書である。(稲葉英夫〉
(千葉匿学 56，258，1980) 
